
灘・獅照磯瓢・陶

滋賀漿安曇川爾状地の地丁水

燦 和　男寧 鶯　野　敏　夫縛

蕪欝繊鰹嚢w誌鍛繍鰻農繋轟撫，褻撫鍵賊織，騒誰欝翌醜撫織羅

　　　　　　　　　　　葦靭

Ka隻灘⇔Ki環／＆r更》sl譲）KA醤隷こ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Alさ灘猟鏑

　　　　　βr蜘A面rl驚r／“鋤捻滅懸敏／㈱t短w縣傭i、醗賦tl駕／濾襟王鄭v餓，猟《孟電加f鰭lst至玉戴

1聡賦魚磁撤慰転黙．儀隈勲・紬鷺瞬賛1嬢躍蜘蜘醸重叙）ξ眠蜘蹴顯乏蓋響購軌

　　　　　グ；臨離《）／噂熱し竃脳鞠頭幽鯉ξll灘縄畿s｛ン戯集締獣鞭驚（ll（黛濾．r晦麗蕉

　　　　　Tl靴磁1眠隻敏lr礁i斑贈齢t厩継〔卿藩職絃r撒》rvく二＞総1呂藤翻齋箆鰍韓s蓋欝繊購達（／

無）【捻tl欝Ad⇔rl礫貰曳麟○．8鵜／癖写裏蹴轄S欝鷺貰轍慧，き蟹1無顯ll／鴬1ご淫罰睡療（》鷺w蕪t礁ζ／l職離，軽1飽職th蕪

A由とiΩ（／撫鷺．1魚1鱒裏・lv献総．

　　　　　1臨轟購d欝（）葦最h啄㈱！繍wま瓦舞r撚灘｛鵬is長）y鷺田聯纏騨ξ嚇転顯llh薦麺嚇羅・軌輩ξ眠／

byll1（麟1壌職lb，技慮醸y瀬轍置臆巌戯賦舗翻）1緻雛膿鯉馨瞭）宴漁

　　　　　fギh馨戯s礁ξ荒聯lslζ燃甑圭鍛／窺襟・／職騨ミ磁重、1翼養醜簾瞭h亙葦卿瓢（）ヂ慕1）醸蓋．（嶽醸（さ

醸轄鯉撒燃生（蓋葦欝欝1蜘雛／礪獣照レwξ紺婁礁ε灘v麟《）質1紐1緬蕪至黙

　　　　　茎塊w鵡副礪竜1蜘礁顧鷺魚ξ1騨膿鷹h額（繊｝欝獣）戯迦磐f織y織H罐欝（）照／

w蹴ご。H，，銭（x）紬鍛瞭（＝∋岡鷺蜘．lnl浅驚纏細懸淑〉総季ξ董w鷺ll旗灘鉦竃r総i徽懸瓢撚（．1職t蝦

（）n，（鵬α鰍識蝋唱《鷺鉦雌秘

　　　　　至麟1懇玉磁鵡撮／（抜｝鵬滞麟、s髪・》f繭緬嵐葉糊罵醸磁繊藻ζ黙瞬驚瞭叙1騨t｝綴灘惑（）鷺嵐

㈱撫i至ロ窺顯1質，（勲レ蓬鰻縁纏．

　　　　　　　　　　　　　　　　　饗　　欝

η安曇川お、，紅び鱒1康流水のがぐ没蜘坪痴群二おい

て約4、騒・3、！灘償観）安曇川扇l／／ぐ 聯ノー）地下艇）有「カな

供給源、1ごなつている・

慧）蓉州を除く地、下水供給は／・賦路および湛γ畑など

を通じ、て行瑠漁、，講絡軽翻穫｝、た伏灘鞍凱〔鷺婁が

細《、！

　釣

鍛と

　4）

あつ

水の貯溜増加量あ葵いは麓琶湖湖底への排出雛を・示／

いる

　5）

を．醐li蓬の，対象と／

一『亭紋『

穣度罎な／アぐい覆撫“

戯趨沖部麟鰯く地帯お、．よ二びi鐸鋪1こにおけ福駄

自li．資量との翻紬約3灘賠轍である離

地下水供絹糞と排水．靴ゲ瑳齢μ・編3／耀で

て，／矯態糞が多い，、ぴり差勲轡細娯慧鍬／麗艶下

と考えられ為

扇状地薩縦5、賦鎖部償、瞬二招』ぐ削繍醐拝ノk

　　　　　’　叫．，大1油1径の浅折ヨ慰、P“d，謝酬

鱗磯麟！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　還．工一・

癒y提度の1、翻辱が可能であろう懸

　難，〉　鯉！、欝帯に賦葎する深！夢伽以浅の被灘．糠下水はヱ

井覇ほ，㈹騰駈麺麹、麹〉／．歌得が羅∫能で澄）るが，大量の

揚、水を行なうと一自一零籍薩驚熱曝1獲井／こ影響／、，、携噴が停、1け一

薫おそれがあ婆顛

　7）　　欝馴犬士慰隔一ド護ヒi健）翰聚乏：蓬．暴量ぎきぐノ執醸凋鉄；分滋三き薩：）めて馨》く，

中部で！．，深度櫛副，1λ深の被圧鋤り下水は鉄分が1霧ヤ場合が

あり，その開発難踊に際乱．ては水質の酬．ン囲・ての考騰褻

が必要であ撫．

　　瞬，地下水の総取得可能蜘瞬1綻お，よび大ll！、膜な取得

をはかる場合にはさら韓1華落諏水理地質調査を行なうと

と竃、、に年闇4回以1．ブ）水文調査を行オ疑泌要があ避噂、、

　　　　　　　　　　　　蕊，窯えがき

わ洲蕊1でもつξ呉）大遂な水爾畿を有甲病琵琶湖は貯7／丈

　　麟旗瑠熱が慕’わ趣

縛綴）

宇器洲お、諺二び轄嫌水に「レ）



纏質調蚕漸月報（第鷲懸第難粉

て京阪地懸．に趨じ欝方薦での水軍瞬1がはかられて』・る．

　麗琶湖の東爾羅は1索拳ハト野洲川など多くの灘州によつ

て形滅1された／野が劇》らけ，嶽然環．尭および立地条件が

騎牽qなことによ沿譲ギくカ・ら糸右緯1ユ軍ザよどが護桑業しでお
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てお鞍，　まノと癖慌饗ぞ群川である蒙繋雀欝川を1徐くと，い摩曾七も

演川規率莫が小さV・ため，平野の発3嚢が．東津ぎ驚にくら　くて

劣つている．熔らに交避豊不｛窺などの立地二条件が撫わつて，

工業的には立ち遅れた地域である．しかし地光において

幽鉄琵琶湖湖西線設1、嚢二の声が上がつてお！），湖茜線が建

又激れた灘鑑には東1蓑蒙1ま癒難とは廼驚雛自勺および1痔闘的に．近く

なるので，近い将来には二次産業び）発展を期待すること

ができるし，さらに京阪地区への膿勤締閥が叢細慧時間

ともなれば，そのベットタウン的な性格も兼ねるように
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も　とも大きな河川である安曇川のぐ域における水の多

潤的懲1用が急、1敷1こ糞瞥力籍ずるものと予楚！され，る．したがつ

て，籔難川1域を中心とした．地域！こついて地“下7翼の醗
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の一・端を事前に明フかにしておくことは今後の水利構を

はかる琢　三の基礎的資料とL．てきわめて有意義・ある。

憲た琵琶湖の水1菱渡利用に関連記、て湖水の水位を下を1黛た

場潜，馨　｛＝の蝿ゴド7／くがど¢）ような影響を受けるかといら

問題を解く棄禽の一つグ）事がか1）ともなるであろう．
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も大きな流域面積をもつ安曇川を始め，その南側の鴨
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野の地下水によつて涌養され，る排水河川的な環壌下にぬ
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は地下水の供給河川的な環境／こあ嶺．しかし費曇州を除

く諸河川はその流域規模がごく小さく表流水か1の地下

水供給は三 的にごく少ないと湾えられる。
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島郡市場地先において四側の丹波高地から発す恐北川と

合1流し，そ菰から流路を1漿に憂じ，さらに旛1ζ驚ほど流

下しノぐ琵琶湖に注いでいる．安曇川は蔦、鶴郡朽；木村原地

先において山地部を脱し．そごから下流紅狭少な沖積平
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濾蒙墜 洲扇状。地の地下、竃（岸禰か菅舞1轍夫〉

融3〆撒慧ノー〉擦奪，そ・‘ノ．）％以1・二に相溺す羅講．暮一瞳．難職難、厭喋

に濾する伽

　欝麟燈承．爵皮流などの伏没量煮囎加鍛

　安髪．川扇状地ぜ「沖ない1』1ぐ部には涯水地、帯がみら、穀、，

鷺の灘瞳顔郡・こおけ翻水或愛総など（姦流水〔1一＞伏

没状態を知恐た｝／購i，棲地を3’薫）地区に分をll喋畿流水

の増減を灘1継．ている、．、灘定（纏器域；1突3嘱紅び流，．測定結集

ll第鐘図ご簿／認、晦疑．て奴5，、

　南側扇状／蓬甑ではし申無．）の．職，驚分け．膿i噛灘，1こ安

曇／晒隅、1三堺、㌦一1、導、監町永i麟・　一姦葉州町へ罷熱

　　卜八川を鰐ξんだ区域、とし，下部地匿は安礒i残瞬町十へ川

　　　　　』下小川一揖、鶴を結孟’，だ区域とした、、

　。獅地区観流ノ～する用傾数び支シ薫の議淵流鰭惑；約

！．雛難蒋灘であ舞，そのう儲翻瞬娠1建水は○．鶴聖i汚．購

であ灘．／馴留畷流水はl／腕，馳、1、犠から約感1韓“・隊乱流の宿

鴨付遊までのll麹揺包）大’1’が伏没し．，そのほかの支流．

粥水などの表流ア／くは約尾の水忌，星．享“滅少駕、ている，，この区

域の爾端部の小、遡轍、胃／，、拙地帯がみられるが，その湧

雄動と水綴からの蓼警撒1麹とを齋せて雀）○漁齋墨、ノ灘駐．“ぐ

，1二推定されiので，一熱部地区の鱒爆猷魏｛ン〔鷲爵達／、、一と

L、』ぐ大熱はねい、、

　轄随区で／．／糠流翻の流．、ノ畷が薫．ほ器撚、　，下濾．二

おける流出鍵1力鷲＆磯難騰欝／躍て暮あり，　潮き，購軸卿

灘が／掬疵，ている9こ二の地区では標ll鞭舳の、籍1瀞よ

…穿下流榔矯、難水地帯がみ1映）れ，，そ菰、，油目繍紛安・隙川

沿い．地区では三蒼8伏1　浸透す恐い孤歓湾えら蕊嶺ので

1、鄭．騰は焦3鈴÷欝）／薩で示瀞れ累

　北側扇状．蹴丸は扇状地ぴ）1神／を横切ゼ1嚇泉が設寵頑〆
　
，
蓬
縄 …1剛糠llf一辻沢 …購一一〆畑麟、1のだ範闘を

麹域a、肉、、1、．、たがつて上部地i又1の減少．繊，ド紺趣1

の湧出蒸疑に分けノ燃轍諏耀輝謙．なかつた、、1鮒雛講に

、雌ばk流側流ノ、水勲叢約／．騨長蕾／灘》下流の流出縫

が約2，驚窒が，硬ゼ◎講，差弓縫／）罵鶏郵s褻窺粥軸1け

櫨とミ岬て単㌧粛れ轍、

　この．1駆の榔双！ll軸鄭醐ナ之地と鵬～．擬流水が／，澱

す嫁＞ものと．ll然予想され、～，実§　1騒瞬瀞／定姦れ、ノ慧増

加量よりもかなり大きな糖おな恐ものと樽えら離、る、簾

状地甥i織，湧水地帯ぎ癒率嚢，南細、1状地の鰭駝1頴積霧

卿．＞湧出量などか1誘／／lラ、轍すると，湧出　！二1．構．藷贈／

竃　　　建ノオ置ド，、L部におけ考鐙禽没葵鮭、1二〇．》○．難置磨

　　　とな礁、．、

　測定区域のゼ1甕側，湖岸1▽縄懸漆／，裏，水路の，．震漣1

がきわめて遅く，遊水海ゴ汀ぐいた1，パ』◎ぎ溝測定の

条件が悪く表流水ぴ）測定は行鶴／・）薮かつ六　趨紅の，臨

薩におい醗は糞流雌¢伏没，浸透は謙ず響え昏塾、嫌㎡新，歳

、孤夢鑓に湧，弼恐、、め毒

　，胃、 ／の、、好〉に安曇葺膀

の喪流水は流入：抑約．琢

l／，熱翼3／灘は1霧i洲の伏｛

中・一下流部（，漫ぼ携縞蟹／

い一1，慮一3，翫製轡s一が

　境で漫、ない，、

1ぐ地に瀧入すぞ）』麟流，用水など

5爵i鎖する約業．窯璽がγ糠（うち

蒐）が．臨1趨驚おいズ伏没転「，

鋒縞線絵鄭．／‘購試鮒駆1）にお

湧水／ぜている「、

農．　井戸分布煮欝水麟

　安洲／癬，嫡雛．撤・て作／二1こ1三状1頭が桑駄れ、て㌔渇井戸

は4本のみであり，劇蜘盤に憲で達1脾てい辱井、ヌぎはみ

詳
．聾れず，容水地盤駒金貌を知観胤めには資／繕が少ない．

　　　拍ll三状麟は第磯i客iにその猿．置は糖難難こ、爺uてあ

る、、潔τ，らの井芦の樋講二本は；蝿懲1馬によ・｛y（設け

られ．た地ド水縫の襯測井でll毛滅、深度灘狽ハ井：∫＝壌「本は

㎡ll業恥師翠脚麟！．／膨擁、本はかんがい用の荊一であ恐9

　　魏縄勢購都，f、梅、鶴町宮内姻薫1・こは深齢難贈『）かんが

い絹炉があり，かんがい1期のみ慕，1賜～・7，㈱鷲ゴ▽d難y

の拶汰紹鱗ド（』い愚，．作井標擁蝦，．1謙，誉、ギ，地、ρ臆お1．，

に砂轡　妓、罫粘．ll混り砂礫か酵．識覇菖鯨と4蓉繊付豊龍駕

粘、び』い1釦翫妙駈が挾在し、てい慈萄揚水試蜘、二よれ、

ば，ぎ）井戸麟聡賢乳揚水騰は約難艶麟細管至鞭影比湧出護

窯，5（翻が／融デ亙叢ギ繍憩，、この．繊澄）帯，水麟はかなり．透水

性1、：、すぐ勲／てい熟、嬉，1状地却綴ぴ）安警・洲町舟木望、一設けら

離、た．ノ望阪通童．騰地下水位観潮井で1、よ，坑内電丸榔、馨，揚水

、、式験縁どが行な奪鉱ぐいる、、塵ノ）、雛細は大阪通竣毅矯から

申餐嫌告呂！雛獄、神』でいるが，概要は次のと1お1ラで

ある懇度憩伽嵐で（〉地職、妖半が砂礫避ら毒，琴，大別

毛　欝ヱ鷺以漢と2簿～／（翫蟹櫨つの地／lに区別さ叡．鵜，、

2編竃以浅の地＾夏鍛：おもに糊．砂論疑、鞭赫．）粘土からオ、“

1壕購は花齢薩（曝声礫が多い、，鱒璽鳩、1嫌は蜘鰹）1砂が

主体㌧．霞生壕醜嫌毒ヌ）書、のが葬い、、叢た礁鷲以深に灘1木が自

煉案．瞬曽、りぐいる，，k二の井戸の1。峰、1ポ難｝雛顯，二怒陣一赴

の伽猷1二繊§一綴．騒｝であ／雌馴蟻顔験の結果ては透水

難、、、織婿憩童が、礁嗣、憾，1、麟く係数艦群×顧容，l／躍揚水

．繊鰍｝贈／慮｝r，比翻瞬，羅（）雛汚撫y、擁と算1、1 泌れてい灘，，

水質は轍碧わ・，硫、酸ギオンなどは少ノ1£いが鉄が器

豆駆蛇かノ．1移く，飾辱1∫燃樵（ゲ艇然ガ撫）発海が鋤
£
、
謙

　，掘！購漱地（ノ）中細講熱欝簸F麗ノ江響湘拘幅菊壌本終認），，

，麟瞳状図に｝二れ，ば麗鍛お毫，に砂からノ轡，厚き蓋．§

畷謙の粘土／…1鐸を財毒、k“、．’でい罫、井鰐、本で細，鍬／

臆1迄、・（巖yび層賜水を㌧i馨▽leって二鉾鰺，ポンプ稀墾猟ll灘、露二はわずか

戯き響憾、髄；水1麹　ぜく性は妻躍署1臓似漸薫別嚥尾錘紛

層、み疑か凝けぐ劇・ぐ．嫡水質毫か鉄分が少毒．く良好

であ愚，、

1、匹一（藝鋤
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／膿えy／爆であるり

　扇状地には以．iぎ与敏圧脇下水を数得し℃いる井戸の嶽

か，・一般民1豪および欝鯵き7蝕道などで肖1お1錆、1嶺一卜誘くを取得

している。自き諭護1地下簿鼓をやや多毒．践こ取褥し、ている簡易
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滋賀県安曇綴扇状地の地下水（岸　和男・鷲野敏夫）
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鰐　灘墜翁状；醜ご鍵ギド雄く（癖　 恥漫華・礁i報疑鐘曳鍵灘）

慧鴛／と：オ墨つジぐマ・る恐

　以 匙二の調査結果と水文調査ヴ）結果など蕩．）扇状地にお

ける霞1 ll拝麟蝿三ほぐガくの｛共瀦、華漏鳶鰍露幾訪兄を翼窪鑑潭嚇恐と灌くの軌う

になる．

　安曇川扇状地、1．淵1の地而霞匙は鴨川お。虹び安曇川の表流

水か1直接供給され、，さらに用水および湛水鑓からも供

給されている．この地下水は湖岸に醗かつて活発に広い

1範囲にわた／）ドぐ簸篶譲ノ壽してお！），　とくに§艮ら勲ノtl叢7紅茸鞍は

ヲl／乍つていない難またこの重愚』ド，水は孫碑薩犬禽慰中驚／において

湧水、と㍍て地表に排1、1：粍ズい署．湖爆低地では涙溺」が不

糞奪発とな！，）鶴輩搾鐵生の士滋一卜串7／くとな／）て㌔・るぴ

　畢駄田邦瞬“㍉知内／馨に力汰けての蚤翻猟1群）麟由薫1歪癒 下7kヂー）7軟
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より’1し般／娠き謬い縫であッ、石6照川沿い，知内川沿いの地

区および湖爆低地i，Kでは欝，○馨継鼎一《灘以下）値を示し，

ll畷籍、笥3の簾誘．決義艶では蟹〉蓼〔）（x｝Ω一鷺驚峯抹ヒ（ノ扇薩w響あ　 9　／患

下水位は湖テ低地がま一数撒で浅く，1茎．1地に近噴，沢に〆．）

才ミ，て汐幾くなり．樗蕪，罫）が、1い欝聴ξ犬言髭．ヒ献嬬劃三では鮭独幾1マ雛｝

n翼以Eブ）地区もみられる．地下水¢）供給源1照鮭んどが

扇薯雄臨、ヒ曝弓彗祁の降》k’て3あ撃藩∫川．幾ゼノ㌶オくカll．〉の伊静費はご

く諺）嘩爾カズである、、

　餐．慧　被厩地下水

　讃鉦糞、糞磁ヌ蕊において拳皮服／藪17kを票窯霧・して㌔・る薯ノ　よ自

畷帯め掘抜井芦を除くとその数がごく少なく，厳た地質

梼材“あるいは糧雛プ1憩の箪憲さ屡している謝二｝罵もε翻ない．　し，た

がつ『　騰盗地城金．，域の被圧地下水の水理は明らかにでき

ないが，　調癒ミ胃、得た自噴轡季の圭吃融ヂ水灘慧の緯輩要のみ・を次に

瀬シ畿る輪

　掘抜1：際疑井は安 川扇状塘の鐸1央部に幅窯一31く職，長

さ蘇k灘の範囲に養ン籍し、箕その．Li簾はほ1薫重票暮拶〔簸薫1の鵯琴

i蒔糸験イ寸1近である。、1比灘1購墾歳貴鉱で／意誓轟購郊瞳く窯で麟曝翻・トが

・淋ら濠喉躍毒ゑ薫，1菊幽舞羽機貫鯵では語1謝無に1｝つたi賑　鷺趣3k鷺｝

）1嶺露ズ撫1麟i嚢灘趨1籔）には1，緊、とんどみら堵しないp　自瞭汐トの

1響／鐘は！（）隔難（＞澱で慶）り，　隣畷寿瀞の、u災付嘩黛では董，〔）撒慧乳

浅の井戸でもi舞噴する、、構査した井芦の溜度別の水数は

禽（｝騰群謹甕が馨擁薫き更3岬工曝瓢が黛本鮮籔）撫焦爆燃が7麟謹艶28

解3無濃薄鼠難講織磨雛麟欝鴛慕4・灘歪饗玉「擁駕であ琴，　こ寒も糞群、，外の

辮讐さのノ蓉はみ・らオ㌻な力蔦つた、　こオLに、，！婦　 野シ｝欝水飛は

三倉燃醗ノ、濤蔑に器1　存菱蕪す塾ることにな！）窯（）酎窯藁溝1　　およ

る罫2零・酬32驚層沿軋有ノyな、ようである軸　オく娯蕊／難わ穎薩はi〔），

○導（）一露，｛x）〔〉撫一e撚，水灘．は慧一i7心cを示L、，　と｛〉に

義灘巽お、よηミ漆慰3灘霞勺な4寺響裳ギ激詳み伊才し獄い啓

　自1三嚢麟二の珊三ズ擁薫の高、暴は一一鼎乏に二抵1く，　も　．ともi，1，∫．井

戸でも地表i、露一3驚にすぎない。この露臓帯における

亀皮圧綴叢下7／くの供糸舎講1は麟i嚢井の糞／嫁囎的幡巽斜ご的タ｝布姥犬況，

自臓胃　水，比抵抗値など種々な点からみると，そう遠く

ではないと考え爵れ，お蒸らく扇状地皿ヒ部の麟霞灘錐ジllご

水から供給されてい導ξみて差支えない．

　齢嚢井¢）なかに鉄分ジ）多い地ド水を湧出する井戸があ

撃，地理．的に不規則に、轄在している・鉄分の多い井戸は

おおむねをの地、点齢平均麟噴井深渡よ1タ1墾めな井戸にみ

られ，かつ湖岸緯近いところほど数が多い。扇状地末端

の北舟木では深さ雄）　麟慧び輪峰鍍4）掘粥拝硲

掘られたが鉄分が多く使用できなかつたといわれ，また

大瀬綴鍵騰ノきの罐く喬セ1餐駈則．井も霧失タンが曜讐しく多灘 、に認、めらオも

ている“　したがつて塁i糞藻熱川扇壕犬重羅では1｛晩書緯で・は餐敗一卜

膿の言黛擁1一塾も良鐵流凱耀ぎ下ヌK渉凝羅ら津しる沁＆黛　1二1：撞寵音1玉では

櫟度お、．熱び地理、的位置によつて鉄分の多い地下水となる

ま饗麟があゆ曇ア1・マ窺蒲1では1繋さ8（）燃駐凝叢のま患油下7れ／煎叢失ラン跨翼

きわめて多く ・一蒲貨には／吏拝むぐ奮ないき援夢懲となげ．）ている、

餐．　調沓結果の験討および結論

　いま巌で述べてきた、数蝦ご安曇邦扇状地の自由面地下

7斡はヲニ齢窒，糞に王翁潜鋸慮 玩欝獣こおいて1麦、曇芦iおよ置メ藤募liのテ表

溜爵Kと浸叢オく騰1から群疑糸含さ魚、黍輝芦．に鯵繋ナ演藤1カし鰐舞犬雲葱ll卜1審蔭

の涙水地帯においてその多くが湧水として地表に排出し、

ている、，寒た孫奪次土懲．1 黙の黙縫『鐸蒙登慰一ド7勲から嚢餐糸脅さ壽〆支、て

いるとみられる扇状地中部グ）深度約灘鷺以浅の被圧地下

水は一般民家，養魚場などの闘賛井によつて地表、一排1．1．1

し畔ぐレ、孝聾燕

　溝川の流1量がほ1繋平水蕪帆．を示していた濡鶏査時に藩戯ナ礁

轡y川表満麺蝕ゐ渓らのll也㎜ド7麹｛集瀦、ぎ驚霧は糸勺痴難職蕪／醗○であ！），

用水お、試び湛水慰からの供給量は約幡バ！灘であつ

た．それに対し職篶面地、下水グ）湧水量と浅い被圧地下水

の1『妻噴藪の合計メ歎は約蕊難鵜鞍s豪離脳ぐ3あ影｝差引き供給量

が甥讃　；、よ！）も糸勺L7m霧／識韓鑓篭多マ・ことにな、導、しかし

河川表流水からの供給籔のうち安翼川下流部において伏

没Lた水1、蝉1昧下を流下し、直接琵琶湖湖底に排出毒れて

いる町能性があ1），また測定で蓉なかつた湖爆低地／l懸1

でも，地表への排出が／i 1みられるものと予想される

ので，それ・らを蕪寿、馨葦憧呪ると／共論叢と耕額1轟椰．の醤麹歳玉鵜3／
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・かんがい麹1）におけ護蹟磁下員掌診留の‡糟辮と奏蒙，あ鵜いは奉騒

琶鮒麹践への排録麹を示レているものと勤えられる．
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磁曙轟垂度の地下1オくが取得できよう瀞ただし1．暴地に」迂い地

薩ではかなi癖戎少するであろう，湖1激低地における麟由

藏地下水の帯水1，、1は細粒とな！），透水性が劣！），多量な

醤欝オくは簿捧攣でき摩葱k饗薯も麟夕つてい贔．

窯薫一一（蕪襲3）



地質調査所潤報（第i7巻第鷲轡）

　翻噴帯における深度蓼○搬以浅グ）被圧地下水の帯水層は

妻雛鮫的蛍霞水’嫉にすく“れ，ノト類廓難ぜ）深井戸葱〕本で，良質，

かつ’臨濾蓬な塗震庄糞癌下ア1くがi，（）（沁瓢慧／総穏季呈度鱗父序留翼矯篶で

ある．しかし大容量のポンプなどによつて多量ぴ）揚水を

行なうと周辺．¢）一般民家自噴ヂ1‡に影響し自噴が停．慮する

おそれが多分にある、、

　以，．ヒのように当扇状地の簸下水は表流水と密接な関係

をもち，全般的鉱みれば地下7郵はかなり，豊富である。し

かし今翻の調査では深部の1地下水，鉄分の多い水を含む

帯水麟の分布，洪積台地と平野深部の地層との関係など

は明らかにできなかつた。ま1た一，般’に地F雌くの収支を蜜勝1

らかにするためには唯蓋闘の1水文調査では不充分であ

郵｝，　1年ないし数年を通じた水文ヂータを必要1とする。

　今後，地下水グ）大規模な利驚をはかるため，塞た地下

水の総取得可能量を推定するには，ボー一導ングなどを含

む精密な水理地質的調査を行なうとともに，地下水の供

給藁；と蓬非珪1量とを求める水文調査を少なくもi馨辺）うち

に1誌郵弼4愈：チ学なう援と隷讐£煮凄）ろう、、　ぐ鍵召牽q3獄無三7一茜月講周査）
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